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“コツコツ”と“晴れの舞台” － 持久走大会を振り返って －
石 川 浩

１１月３０日。数日前には雪が降っていたことが信じられないような、風もなく穏やかに晴れわ

たる絶好の天候の中で、校内持久走大会を実施できました。子供たちは１学期から、体育の授業だ

けでなく朝の業前運動｢すくすくタイム」でも、校庭を何周も何周も、この日に向けて走ってきま

した。深谷小学校にはいろいろな掲示物がありますが、今のお気に入りの一つに、私が勝手に｢努

力のモザイク画｣と呼んでいる｢ 100 周達成者｣を讃える写真の集合体があります。目標に向けてコ
ツコツ努力を重ねた誇らしげな笑顔が集まった掲示物は深小っ子の｢志(こころざし)｣を表す絵画のよ

うです。埼玉県の体力向上の合い言葉 は「コツコツと鍛えた体は宝物」です。また最近｢コツコツ

はカツコツ」という言葉を目にしました。どちらも「コツコツ」の大切さを伝えてくれる言葉です。

しかし現在は「コツコツ」がやや軽視されたり｢格好悪い｣と思われたりする風潮があるようにも

感じます。確かにコンピュータを使えば手間をかけずにできることはたくさんあります。けれど、

今の子供たちが社会人となる頃には、今の職業の多くは人工知能(AI)を組み込んだ機械に奪われ
るという予測がされています。機械に取って代わられないヒトになるためには、コツコツと挑戦を

続け、できなかったことをできるようにした達成感を味わい豊かな感性を磨くことが大切だと分析

されています。つまり、｢コツコツはカツコツ｣の｢カツ｣とは、勝負に｢勝つ｣だけでなく、安易にあ

きらめてしまう自分に｢克つ｣ことや、経験や知識を｢活｣用することであり、｢コツコツ｣がそれを上

手く進めるコツ、自分の未来を切り開くコツなのです。｢格好悪い｣なんて言ってられません。

持久走大会を振り返って、もう一つ子供たちのために大切なことに気づきました。それは「晴れ

の舞台」を用意し、そこに乗せるということです。持久走大会には、おそらく深谷小学校の児童数

を超える方々が集まり、頑張っている子供たちを温かく応援していただきました。ある担任から、

いつもはすぐ｢わからない・できない｣と言ってあきらめてしまう子が｢今日はお母さんもお父さん

も来るんだ｣と言って朝から緊張していたと聞きました。その子は、スタートの号砲とともに全力

で駆け出し、途中疲れた様子はあったものの最後まであきらめずに走り切り、目標を達成しました。

校長室掃除に来てくれた６年生に｢自己記録は更新できた？｣と尋ねたら｢私のクラスは全員自己新

記録でした｣と嬉しそうに答えてくれました。理由を聞くと｢たくさんの人の前で恥ずかしい姿は見

せたくなかった｣という最上級生のプライドが答えとして返ってきました。１年生も、応援に来て

くれた深谷幼稚園の園児の前で急にスピードを上げていました。１１月５日に深谷市産業祭に６年

生が参加した際にも感じたことですが、深谷小学校には人前に出ることで力を引き出される子が多

いようです。しかしそれは深谷小学校だけではないのかもしれません。特に優しく受け入れてくれ

る人たち、温かく応援してくれる方々を前にしたとき、子供たちは安心し、それまでに蓄えた力を

積極的に発揮するようになるのだと思うのです。

｢コツコツ｣と着実に努力を重ねさせ、｢晴れの舞台｣を用意しそこに乗せてあげることで、深谷小

学校の子供たちの力を更に伸ばしていきたいと考えています。これからもよろしくお願いします。

日 曜日 主な学校行事 日 曜日 主な学校行事

１ 木 特日　教育相談 17 土

２ 金 すくすくT　普通5時間授業　授業参観・懇談会 18 日

３ 土 19 月 読書　

４ 日 20 火 特日５

５ 月 読書　 21 水 特日４　給食最終

６ 火 全校朝会　ふれあいT（学・学）　委員会 22 木 特日３　終業式

７ 水 基礎T　特別支援合同学習会 23 金 天皇誕生日

８ 木 特日　昔あそび（1年） 24 土

９ 金 すくすくT　校内かるた大会 25 日

10 土 26 月 冬期休業日

11 日 27 火

12 月 読書　代表委員会　一斉下校 28 水

13 火 学年朝会　ふれあいT　クラブ 29 木

14 水 基礎T　まごころ訪問（3年） 30 金

15 木 特日 31 土

16 金 すくすくT

11 月 5 日、６年生が産業祭に参
加しました。今年は、各学年が

いろいろな形で産業祭に関わる

学習をし、それを６年生がまとめて、当日活動するよう

にしました。６年生は他の学年の分まで頑張ろうという

気持ちで、周りの人たちに積極

的に声をかけていました。これ

まで深谷小学校で学び身に付け

てきたことを、友達と協力して、

地域の産業祭という実際の場で

実際にお客さんとのやりとりを

通して、試し･磨き、自信と学ぶことへの意欲を深めることができました。

11 月 15 日、ベトナム社会主義共和国のホーチミン市から、教育委員会
の方と小･中･高等学校の校長先生を中心とした教育使節が深谷小学校を

訪問し、学校給食と清掃や授業の様子を視察しました。

深谷小学校の美味しい給食､給食の片付けや

清掃、授業の様子を見て､自分たちの食事の

準備や片付け､使っている教室やﾄｲﾚを子供た

ちが清掃することに驚き､それをてきぱき行

う深谷小学校の子供たちの様子に感心してい

ました。授業でも､家庭科での裁縫､音楽での

ﾘｺｰﾀﾞｰ演奏､栄養教諭と担任のﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞなどを興味深そうに参観していました。日本や深谷小学

校で当たり前のことは、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな視点で見直すと必ずしもそうではないかもしれません。

ベトナムの先生方の学ぶ姿勢に負けずに深谷小学校も更に前進していきたいと思います。

１２月の主な行事予定


